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※その他
・分担金及び負担金	 0.7％
・財産収入	 0.4％
・寄 付 金	 0.2％
計　1億2411万円

※ここに記載の数字は 1万円未満を端数処理してあります。

対前年度比 0.8％増

を　認定！
決算議会

9月1日〜11日
11日間

９月定例会

一般会計
歳入総額	 94億6329万8272円
歳出総額	 86億1005万1091円

差 引 額	 8億5324万7181円

町民1人当たりの
支　出　額

○一般会計
　約76万2千円
○特別会計を含むと
　約125万2千円
　が使われました。

グラフ緑色
自主財源 29.4％
27億7862万円

グラフ青色
依存財源 70.6％
66億8467万円

歳入合計
94億6329万円

歳出合計
86億1005万円

地方交付税
45.1%

42億7060万円

町債10.3%
9億7960万円

国庫支出金6.1%
5億7741万円

繰越金　8.2%
7億7356万円

繰入金　3.2%
2億9918万円

その他※1.3%
1億2411万円

諸収入1.1%
1億1054万円

町税14.6%
13億7767万円

地方消費税交付金2.5%
2億3433万円

県支出金5.1%
4億8207万円

その他交付金0.6%
5686万円

使用料及び手数料1.0%
9356万円

地方譲与税0.9%
8380万円

民生費23.6%
20億3482万円

総務費21.0%
18億741万円

教育費12.2%
10億4864万円

衛生費10.1%
8億6943万円

土木費9.8%
8億4304万円

諸支出金8.8％
7億5971万円

消防費2.5%
2億1564万円

災害復旧費1.6%
1億3783万円

商工費1.4%
1億1574万円

農林水産業費3.5%
3億280万円

公債費4.7%
4億412万円

・議 会 費　0.8%
・労 働 費　0.0%

計　7087万円
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歳出
総額

令和元年度一般会計決算

86億1005万円
●町債（借金）の累積残額
　＊一般会計	 55億8117万2千円
　　 町民一人当たり	 49万3千円
　＊特別会計	 52億8003万5千円
　　 町民一人当たり	 46万7千円
　＊合　　計	 108億6120万7千円
　　 町民一人当たり	 96万1千円
●基金（預金）の現在高（一般会計＋特別会計）
　＊預　　金	 85億2605万1千円
　　 町民一人当たり	  75万4千円
＊��町民１人当たりの金額は、
令和2年4月1日現在の人口11,306人による。

キーワード
【実質収支】　歳入から歳出と翌年度に繰り越すべき財
源を引き残ったもの。多ければ多いほど財政に余裕が
ある。

【自主財源】　地方公共団体の収入にはみずから徴収す
る収入と国など他の公共団体から受入れる収入とがあ
り、前者を自主財源、後者を依存財源と呼ぶ。前者には
地方税のほか使用料、手数料、分担金、負担金、寄付金、
財産収入、収益事業収入などがあり、後者には地方交付
税、地方譲与税、国庫支出金などがある。

【投資的経費】　道路、橋、公園、学校、公営住宅の建設
など、社会資本の整備に要する経費のこと。

　

決
算
収
支
は
、実
質
収
支
に
お
い
て
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
は
自
主
財
源
の
町
税
が
歳
入
全
体
の
14
・
６
％
。依
存
財

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
が
45
・
１
％
で
大
部
分
を
占
め
る
。町
税

の
収
入
状
況
は
、個
人
町
民
税
が
前
年
比
１
１
０
０
万
円
の
減
額

と
な
っ
た
。法
人
町
民
税
は
、ほ
ぼ
前
年
と
同
額
。固
定
資
産
税
は

６
０
０
万
円
の
減
額
。町
税
全
体
で
は
２
１
０
０
万
円
の
減
額
と

な
っ
た
。地
方
交
付
税
は
合
併
算
定
替
え
に
伴
う
段
階
的
縮
減
等

に
よ
り
、対
前
年
比
１
億
８
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

　

歳
出
は
人
件
費
が
新
陳
代
謝
等
に
よ
り
７
７
３
万
円
の
減
額
。

公
債
費
は
償
還
終
了
に
よ
り
１
億
７
８
９
万
円
の
減
額
と
な
っ

た
。投
資
的
経
費
は
、補
助
事
業
費
が
前
年
比
５
６
１
２
万
円
の

増
額
。単
独
事
業
費
は
総
合
文
化
会
館
の
施
設
整
備
等
に
よ
り

５
９
７
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、今
後
と
も
、事
業
の
投
資
的
効
果
を
十
分
に
検
討
し
、予
算
の

執
行
に
関
し
て
は
、是
正
・
改
善
等
の
見
直
し
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

事業の投資的効果を検討すべし

決算審査意見書
代表監査委員　渡  邉  吉  彦

一般会計の主な目的別歳出のなかみ 下記金額は町民 1人当たりの金額を表します。

民生費：179,977円
障害者、高齢者の福祉サービス、
保育所、生活保護などの経費

公債費：35,744円
借りたお金 ( 町債 ) の元利返済に
かかる経費（一般会計）

総務費：159,863円
庁舎や財産の維持管理、税金の徴
収、戸籍管理などの経費

教育費：92,751円
学校教育、生涯学習の充実などに
かかる経費

衛生費：76,900円
健康増進、疾病予防、環境保全な
どの経費

土木費：74,565円
道路、河川、公園など社会資本基
盤整備などの経費

184億4900
187億6500

173億8700
156億9300

125億800
102億900

105億9400
108億6120

H16
H20
H22
H24
H26
H28
H30
R  2

地方債残高の
推移（万円）

（一般会計＋特別会計）
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指
定
管
理
者
へ
の
支
援
策
は

今
後
の
経
済
状
況
を
見
極
め
検
討
し
た
い

問　

公
共
施
設
の
指
定
管
理
者

は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
い
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

間
、
休
業
等
に
よ
り
売
上
の
減

少
を
き
た
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
収

束
が
見
通
せ
な
い
中
、
今
後
の

経
営
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
。

指
定
管
理
者
へ
の
支
援
策
は

財
政
課
長　

指
定
管
理
者
へ
の
直

接
的
な
支
援
は
、
ゆ
ば
の
里
、

味
菜
庵
、
身
延
山
駐
車
場
の
指

定
管
理
者
納
付
金
に
つ
い
て
、

２
年
度
１
年
間
分
の
納
付
免
除

と
し
た
。

　
　

町
は
、
指
定
管
理
施
設
の
継

続
的
な
運
営
維
持
に
向
け
て
、

今
後
の
経
済
状
況
を
見
極
め
指

定
管
理
者
と
協
議
を
す
る
中

で
、
具
体
的
な
経
営
支
援
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
収

束
す
る
ま
で
の
複
数
年
度
に
指

定
管
理
業
務
に
赤
字
が
生
じ
た

場
合
、
こ
の
経
費
を
町
が
補
填

す
る
か

財
政
課
長　

指
定
管
理
者
は
、
町

の
行
政
財
産
を
管
理
運
営
し
て

い
る
。
町
の
責
任
に
お
い
て
、

施
設
運
営
経
費
の
確
保
は
指
定

管
理
者
と
十
分
な
協
議
を
重

ね
、
協
定
書
に
よ
り
必
要
な
指

定
管
理
料
を
検
討
し
て
い
く
。

公
共
施
設
建
設
と「
ま
ち
づ
く
り
」

問　

大
型
の
公
共
施
設
で
あ
る
身

延
中
学
校
新
校
舎
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
下
山
地
区
の
新
た
な

「
ま
ち
づ
く
り
」
構
想
を
描
く

べ
き
で
あ
る
が

企
画
政
策
課
長　

第
２
次
総
合
計

画
の
基
本
構
想
で
は
、
地
域
の

状
況
を
踏
ま
え
、
行
政
、
医
療
・

福
祉
、
商
業
な
ど
機
能
の
集
約

化
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
網

や
拠
点
機
能
の
適
正
配
置
な
ど

利
便
性
の
高
い
基
盤
整
備
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
要
と
な

る
交
通
網
で
は
、
３
年
の
夏
頃

に
中
部
横
断
自
動
車
道
・
峡
南

区
間
が
開
通
す
る
。
開
通
後
は

物
流
の
時
短
に
よ
る
商
工
業
の

活
性
化
や
広
域
観
光
の
振
興
な

ど
、
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

る
。

　
　

町
内
の
各
地
域
の
社
会
状
況

を
迅
速
に
把
握
し
な
が
ら
、
下

山
地
区
も
含
め
「
町
民
優
先
の

ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
く
。

農
業
振
興
策
の
拡
充

問　

リ
ン
ケ
ー
ジ
農
園
の
今
後
の

取
り
組
み
は

産
業
課
長　

29
年
に
全
13
区
画

を
開
設
し
、
利
用
状
況
は
、
30

年
度
に
３
区
画
、
元
年
度
に
10

区
画
、
２
年
度
は
全
13
区
画
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。
大
半
は
み

の
ぶ
自
然
の
里
の
利
用
者
だ
が
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
利
用
者

も
お
り
、
移
住
・
定
住
へ
の
効

果
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
　

今
後
、
利
用
希
望
者
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て

施
設
の
拡
充
を
図
り
た
い
。

問　
「
田
舎
暮
ら
し
体
験
施
設
」な

ど
宿
泊
施
設
と
の
協
力
体
制
は

産
業
課
長　
「
田
舎
暮
ら
し
体
験

施
設
」
は
、
現
在
、
古
関
と
清

子
地
内
の
２
カ
所
に
あ
る
。
利

用
者
が
農
業
を
希
望
す
る
場
合

は
、
リ
ン
ケ
ー
ジ
農
園
の
活
用

を
図
る
が
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
の
た
め
、
近
隣
農
地
の
斡
旋

も
し
て
い
く
。

　
　

今
後
、
他
の
宿
泊
施
設
等
に

も
働
き
か
け
て
、
耕
作
者
の
増

加
を
図
り
た
い
。

ここが聞きたい！

一般質問

[リンケージ農園 ] 都市住民が町の農地を借りて作物を
育てることができる滞在型市民農園。久成地区にある。

一般質問

問答
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
主
要
事
業
等
の
進
捗
状
況
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
な
い

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
２
年
度

の「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」に
掲
げ
た
主
要
事

業
の
遅
れ
が
危
惧
さ
れ
る
が
、

進
捗
状
況
と
今
後
の
対
応
は　
　
　
　
　

財
政
課
長　

普
通
建
設
事
業
費
は

当
初
予
算
に
８
億
１
７
１
４
万

　

円
を
計
上
し
た
。
９
月
ま
で
の

補
正
予
算
で
は
２
億
４
０
０
６

　

万
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
は

10
億
５
２
２
１
万
円
で
あ
る
。

　
　

公
共
事
業
の
発
注
見
通
し
と

し
て
公
表
し
て
い
る
四
半
期
ご

と
の
計
画
に
基
づ
き
、
遅
滞
な

く
入
札
等
を
執
行
し
て
い
る
。

　
　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
等
に

よ
る
も
の
は
未
執
行
の
も
の
も

あ
る
が
、
区
長
要
望
に
よ
る
事

業
や
普
通
建
設
事
業
に
掲
げ
ら

れ
た
主
要
事
業
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
な
い
。

問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
の
臨
時
交
付
金
事
業
全
体
の

執
行
状
況
と
、
今
後
予
想
さ
れ

る
第
２
波
に
備
え
た
対
応
は

財
政
課
長　

今
定
例
会
ま
で
に
予

算
化
さ
れ
た
臨
時
交
付
金
に
よ

る
総
事
業
費
は
、６
億
３
１
８
５

　

万
円
で
あ
る
。こ
の
う
ち
臨
時
交

付
金
の
総
額
は
４
億
１
１
８
５

　

万
円
と
な
る
。

　
　

今
後
予
想
さ
れ
る
感
染
症
第

２
波
に
と
ら
わ
れ
ず
、
コ
ロ
ナ

禍
の
家
計
や
宿
泊
業
者
、商
店
、

飲
食
店
等
へ
の
支
援
と
し
て
町

内
で
消
費
で
き
る
商
品
券
配
布

事
業
や
観
光
客
誘
致
事
業
等
を

積
極
的
に
行
い
、
町
内
に
お
い

て
経
済
を
循
環
し
、
活
性
化
に

努
め
て
い
く
。

飯
富
地
区
の
農
業
用
水
安
定
確
保

問　

飯
富
地
区
で
は
早
川
河
川
か

ら
農
業
用
水
を
取
り
入
れ
、
水

田
等
が
耕
作
さ
れ
て
い
る
。

　
　

台
風
等
の
影
響
に
よ
り
年
々

河
床
が
下
が
り
、現
在
で
は
早

川
橋
上
流
部
左
岸
の
小
原
島
地

区
の
対
岸
か
ら
取
水
し
て
い
る

が
、頭
首
工
等
の
整
備
に
よ
り

安
定
し
た
取
水
が
出
来
な
い
か

建
設
課
長　

当
地
区
で
は
農
業
用

水
を
確
保
す
る
た
め
、
㈱
日
本

軽
金
属
と
「
灌
漑
用
水
等
に
関

す
る
覚
書
」
を
交
わ
し
て
早
川

河
川
か
ら
必
要
水
量
を
確
保
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
取
水
を

含
め
た
維
持
管
理
に
つ
い
て
も

日
本
軽
金
属
が
負
担
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

頭
首
工
に
よ
る
取
水
は
、
農

業
用
水
を
河
川
か
ら
採
り
入
れ

る
も
の
で
、
地
区
が
農
振
農
用

地
域
外
で
も
あ
り
、
土
地
改
良

事
業
が
見
込
め
な
い
た
め
、
整

備
は
困
難
で
あ
る
。

野
良
猫
等
の
対
応

問　

ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
よ
り
小
動

物
等
の
飼
養
が
多
く
見
か
け
ら

れ
る
。
し
か
し
、
一
部
の
飼
養

者
に
よ
る
マ
ナ
ー
の
欠
如
に
よ

っ
て
複
数
の
区
内
で
は
捨
て
猫

が
多
く
見
か
け
ら
れ
、
こ
れ
ら

が
出
産
す
る
こ
と
に
よ
り
増
え

続
け
、
野
良
猫
と
な
り
、
迷
惑

を
及
ぼ
す
な
ど
悪
循
環
に
も
な

っ
て
い
る
。
飼
い
猫
等
に
対
す

る
町
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

環
境
上
下
水
道
課
長　

地
域
で
動

物
愛
護
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
、
動
物
愛
護
推
進
員
等

と
連
携
し
て
、
公
益
財
団
法
人

ど
う
ぶ
つ
基
金
が
手
術
費
等
を

全
額
負
担
す
る
「
さ
く
ら
猫
無

料
不
任
手
術
事
業
」へ
参
加
し
、

繁
殖
防
止
を
図
り
た
い
。
県
の

適
正
飼
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活

用
し
、
町
広
報
で
適
正
な
飼
養

に
つ
い
て
周
知
し
た
。

一般質問

望
もちづき

月　悟
ご

良
ろう

 議員

※町ホームページの議会映像から
一般質問の様子等が閲覧できます。

問答

早川橋上流部左岸の水路
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問　

県
内
の
感
染
者
数
か
ら
計

算
す
る
と
４
６
６
０
人
に
１
人

が
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。単
純
に
人
口
換
算
す
る
と
、

本
町
で
も
２
人
以
上
が
感
染
し

て
い
る
と
類
推
で
き
る
。
経
済

と
の
両
立
に
は
町
民
全
員
検
査

の
実
施
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

町
長　

現
在
、
濃
厚
接
触
者
ま
た

は
保
健
所
か
ら
紹
介
が
あ
っ
た

者
し
か
検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
。

　
　

検
査
で
陰
性
な
ら
ば
安
心
し

て
活
動
で
き
る
。
し
か
し
無
症

状
者
の
感
染
確
認
の
判
定
は
確

率
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

検
査
体
制
が
拡
充
さ
れ
た
ら
適

切
な
検
査
実
施
を
図
っ
て
い
く
。

高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
は

問　

コ
ロ
ナ
終
息
後
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
高
付
加
価
値
商
品
の
開

発
販
売
」
で
あ
る
。
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
や
貴
陽
な
ど
の
果

物
の
開
発
が
農
業
に
高
い
利
益

を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
あ
け
ぼ
の
大
豆

の
ビ
ッ
グ
シ
ュ
ウ
マ
イ
も
そ
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
今
後
、
高
値

で
売
れ
る
商
品
を
開
発
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が

産
業
課
長　

現
在
、あ
け
ぼ
の
大

豆
の
六
次
産
業
化
事
業
で
は
産

品
に
付
加
価
値
を
与
え
、生
産

者
の
所
得
向
上
を
目
的
に
し
て

い
る
。シ
ュ
ウ
マ
イ
、蒸
し
大
豆
、

枝
豆
の
麹
漬
け
な
ど
の
冷
凍
食

品
の
ほ
か
に
民
間
企
業
と
の
協

働
に
よ
り
、レ
ト
ル
ト
や
フ
リ

ー
ズ
ド
ラ
イ
に
よ
る
新
商
品
の

開
発
を
行
っ
て
い
る
。大
豆
そ

の
も
の
が
高
付
加
価
値
で
あ
る

こ
と
か
ら
、素
材
を
生
か
し
た

品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

経
済
の
状
況
と
経
済
立
て
直
し
は

問　

最
近
発
表
さ
れ
た
国
内
総
生

産
は
戦
後
最
悪
の
マ
イ
ナ
ス
成

長
27
・
８
％
と
の
こ
と
で
、
本

町
経
済
の
現
状
と
今
後
の
経
済

立
て
直
し
が
課
題
だ
と
思
う
が

町
長　

今
後
続
く
と
思
わ
れ
る
景

気
の
落
ち
込
み
と
新
し
い
生
活

様
式
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

本
町
の
健
全
な
財
政
状
況
を

背
景
と
し
て
有
利
な
起
債
や
基

金
を
有
効
活
用
し
、
経
済
活
性

化
に
努
め
て
い
く
。

※
森
林
信
託
事
業

問　

森
林
の
所
有
者
が
信
託
銀
行

に
所
有
権
を
移
し
て
、
専
門
の

業
者
が
森
林
を
管
理
し
、
収
益

を
所
有
者
に
分
配
す
る
と
い
う

森
林
信
託
事
業
は
、
森
林
管
理

の
新
た
な
形
と
し
て
大
変
有
望

な
事
業
だ
と
思
う
が
、
本
町
で

も
導
入
で
き
な
い
か

産
業
課
長　

岡
山
県
西
粟
倉
村
と

三
井
住
友
信
託
銀
行
が
２
年
８

月
か
ら
開
始
し
た
森
林
信
託
に

つ
い
て
は
、
３
年
度
以
降
策
定

予
定
の
森
林
経
営
管
理
実
施
計

画
に
向
け
情
報
取
集
し
て
い
る

が
、
こ
の
信
託
も
参
考
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
と
経
済
の
両
立
に
は
全
町
民
検
査
が
必
要
で
は

検
査
体
制
拡
充
後
、
適
切
な
検
査
実
施
を
図
る

一般質問

芦
あしざわ

澤　健
たけひろ

拓 議員

山梨県内の月別感染者数 問答

※森林信託事業
　森林の所有者が所有権を信託銀行に
預ける。銀行は、専門業者に森林管理
を委託し、木材の販売などで利益が出
た場合、所有者には配当金が分配され
るというシステム。新しい形態であり、
森林管理には有望な事業である。

月 男 女 合　計

３月 3 2 5

４月 22 25 47

５月 4 7 11

６月 9 2 11

７月 14 8 22

８月 31 45 76

９月 3 4 7

合計 86 93 179
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問　

ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

お
け
る「
稼
げ
る
地
域
づ
く
り
」

に
求
め
ら
れ
る
要
素
と
は

企
画
政
策
課
長　

地
方
創
生
に
お

け
る
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、地
域
に
お
い

て
成
長
が
期
待
さ
れ
る
需
要
を

的
確
に
捉
え
、地
域
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
て
、稼
ぐ
力
や
地
域

価
値
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
と

し
て
、「
人
材
の
確
保
・
育
成
や

協
力
体
制
の
構
築
」、「
円
滑
な

資
金
調
達
」、「
遊
休
資
産
の
有

効
活
用
・
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
の

地
域
空
間
の
形
成
と
活
用
］の
３

項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
３
つ
の
要

素
の
工
夫
あ
る
取
り
組
み
が
、総

合
的
に
連
動
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、３
つ
の

要
素
に
注
視
し
推
進
し
て
い
く
。

問　
「
稼
げ
る
町
づ
く
り
」
の
評

価
す
る
視
点
と
は

企
画
政
策
課
長　

国
の
総
合
戦
略

で
は「
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
」達

成
の
成
果
は
、稼
ぐ
主
体
と
し

て
民
間
事
業
者
、地
域
住
民
、町

全
体
そ
れ
ぞ
れ
に
利
益
が
も
た

ら
さ
れ
、そ
れ
ら
の
利
益
が
複

合
的
に
結
び
つ
き
、稼
ぐ
力
や

地
域
価
値
の
向
上
を
も
た
ら
す

こ
と
が
重
要
で
、評
価
す
る
視

点
は
、「
誰
が
ど
の
よ
う
な
利
益

を
得
る
の
か
」に
つ
い
て
、具
体

的
な
目
標
を
定
め
て
取
り
組
む

こ
と
を
重
要
と
す
る
。

　
　

本
町
も
総
合
戦
略
に
お
い
て

は
、
施
策
の
進
捗
状
況
を
評
価

検
証
す
る
た
め
の
重
要
業
績
評

価
指
標
※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
定
め
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問　
「
稼
げ
る
町
」
の
推
進
に
向

け
て
の
考
え
は

企
画
政
策
課
長　
「
稼
げ
る
町
づ
く

り
」は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
お
け
る
「
し
ご

と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、「
ひ
と
」

が
「
し
ご
と
」
を
呼
び
込
む
好

循
環
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、「
地

域
の
稼
ぐ
力
」
や
「
地
域
価
値
の

向
上
」
が
図
ら
れ
、
町
の
賑
わ

い
と
活
力
を
生
み
出
し
、
民
間

投
資
の
喚
起
や
所
得
・
雇
用
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組

み
で
あ
る
。

　
　

第
２
期
身
延
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
取
り

組
み
を
進
め
、
稼
ぐ
力
の
自
立

と
向
上
を
図
り
、
人
の
流
れ
と

活
気
を
生
み
出
す
こ
と
で
「
稼

げ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
が

図
ら
れ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

問　

公
共
イ
ン
フ
ラ
を
公
民
で
利

活
用
し
て「
稼
ぎ
を
生
み
出
し
、

そ
の
収
入
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

支
え
る
」
と
い
う
考
え
方
に
つ

い
て
本
町
の
取
り
組
み
は

企
画
政
策
課
長　

公
共
イ
ン
フ
ラ

の
公
民
で
の
利
活
用
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
雇

用
を
創
出
し
、
ま
た
地
域
産
業

の
振
興
や
地
域
経
済
の
活
性
化

に
結
び
つ
く
。
そ
の
収
入
の
一

部
が
公
共
に
還
元
さ
れ
、
町
民

サ
ー
ビ
ス
・
町
民
福
祉
の
向
上

が
図
ら
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

目
指
し
て
い
く
。

一般質問

「
稼
げ
る
地
域
づ
く
り
」
と
は

「
し
ご
と
」が「
ひ
と
」を
呼
び「
ひ
と
」が「
し
ご
と
」を
呼
び
込
む
好
循
環
の
確
立

野
の

島
じま

　俊
としひろ

博 議員

問答

自
治
体
経
営（
町
の
稼
ぐ
力
と
は
）

　

町
全
体
と
し
て
の
稼
ぐ
力
と

は
域
外
に「
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
し
、
マ
ネ
ー
を
獲
得
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
市
町

村
単
位
で
考
え
る
と
、
自
治
体

の
「
歳
入
を
大
き
く
」
と
い
う

自
治
体
経
営
に
繋
が
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
国
か
ら
の
補

助
金
獲
得
や
年
金
収
入
な
ど
も

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
の
構
成
要

素
と
い
え
る
。

※ KPI（重要業績評価指標）
　組織の達成目標（売上高な
ど）に対して、目標達成度合
いを評価する指標で、目標達
成に向けたプロセスにおけ
る達成度を把握し評価する
ための「中間目標」として非
常に有効
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拡
大
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
町
独
自
の
対
応
は

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、防
災
行
政
無
線
で
呼
び
か
け
周
知
を
図
る

問　

町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
は

福
祉
保
健
課
長　

広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線
で
呼
び

か
け
周
知
を
図
る
。
町
内
全
区

に
非
接
触
型
体
温
計
の
配
布
、

民
生
委
員
や
障
害
者
施
設
に
マ

ス
ク
や
消
毒
液
等
を
配
布
。
さ

ら
に
本
庁
舎
や
中
富
す
こ
や
か

セ
ン
タ
ー
に
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ

を
設
置
す
る
。

問　

飯
富
病
院
の
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
患
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
は

福
祉
保
健
課
長　

現
在
、
帰
国
者

接
触
外
来
の
協
力
医
療
機
関
と

な
っ
て
い
る
飯
富
病
院
で
は
、

外
来
患
者
を
受
け
入
れ
、
医
師

の
判
断
に
よ
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
し
て
い
る
。

　
　

疑
い
の
あ
る
患
者（
疑
陽
性
）

に
つ
い
て
は
３
床
を
確
保
し
て

お
り
陽
性
患
者
は
、
速
や
か
に

県
の
重
点
医
療
機
関
と
な
っ
て

い
る
病
院
へ
転
院
搬
送
さ
れ
適

切
な
治
療
を
行
っ
て
も
ら
う
。

　
　

飯
富
病
院
を
受
診
す
る
場

合
は
事
前
に
電
話
で
そ
の
症
状

等
、
説
明
し
て
病
院
の
指
示
を

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

飯
富
病
院
の
収
益
の
状
況

と
、
大
幅
に
悪
化
し
た
場
合
は

福
祉
保
健
課
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

受
診
を
控
え
る
傾
向
が
強
ま
っ

た
た
め
か
、事
業
収
益
の
減
少

に
も
及
ん
で
い
る
。
2
年
度
の

多
額
の
修
繕
費
の
財
政
支
援
を

身
延
早
川
両
町
で
行
う
予
定
。

問　

消
防
団
の
活
動
時
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

交
通
防
災
課
長　

３
密
を
避
け
る

為
に
消
防
団
が
主
催
す
る
11
月

ま
で
の
事
業
「
礼
式
訓
練
」
等

を
中
止
。
全
て
の
部
に
消
毒
液

の
配
布
を
行
い
、
活
動
時
の
前

後
に
手
洗
い
を
行
う
と
共
に
災

害
時
の
避
難
誘
導
等
に
お
け
る

注
点
等
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
も

配
布
し
た
。

野
良
猫
対
策

問　

動
物
基
金
の
避
妊
手
術
の
無

料
チ
ケ
ッ
ト
申
請
を
町
で
行
っ

て
欲
し
い
と
訴
え
て
い
る
が

環
境
上
下
水
道
課
長　

地
域
活
動

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
連

携
し
て
、
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不

妊
手
術
事
業
に
参
加
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

区
要
望
事
項
の
対
応

問　

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
時

期
等
の
基
準
は

総
務
課
長　

内
容
に
よ
り
各
担
当

課
に
振
り
分
け
て
対
応
し
て
い

る
が
、
管
理
管
轄
が
、
国
、
県

な
ど
町
以
外
の
団
体
等
の
場
合

は
、
そ
の
団
体
に
町
か
ら
要
望

し
対
応
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

ど
う
し
て
も
時
間
を
要
す
る
。

　
　

町
民
に
危
険
が
及
ぶ
緊
急
を

要
す
る
も
の
か
ら
順
次
実
施
し

て
い
る
。

国
道
52
号
騒
音
対
策

問　

切
石
区
の
要
望
で
騒
音
の
状

況
を
調
査
し
た
が
、そ
の
結
果
は

建
設
課
長　

大
小
併
せ
て
25
個
の

マ
ン
ホ
ー
ル
を
有
す
る
切
石
地

内
で
は
、
騒
音
発
生
は
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。
騒
音
調

査
で
も
基
準
を
超
え
る
値
を
確

認
し
て
い
る
。

　
　

調
査
に
お
い
て
、
法
定
速
度

を
超
え
る
速
度
で
大
き
く
騒
音

が
発
生
し
て
お
り
、
今
後
は
修

繕
工
事
の
み
な
ら
ず
速
度
の
抑

制
も
関
係
機
関
へ
強
く
働
き
掛

け
て
い
き
た
い
。

一般質問

段差で大きな騒音を発生する
大型コンテナトレーラー

赤
あかいけ

池　 朗
　あきら

 議員

問答
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問　

コ
ロ
ナ
禍
の
町
民
の
実
態
を

ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か

福
祉
保
健
課
長　

町
民
か
ら
切
実

な
困
り
ご
と
な
ど
聞
い
て
な
い

が
実
態
の
把
握
に
努
め
た
い
。

問　

こ
れ
か
ら
の
町
と
し
て
の
支

援
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
か

財
政
課
長　

臨
時
交
付
金
事
業
等

に
伴
う
施
策
や
町
単
独
事
業
を

柔
軟
か
つ
大
胆
に
実
施
し
て
い

き
た
い
。

問　

国
庫
負
担
に
よ
る
国
保
税
の

特
例
減
免
、
固
定
資
産
税
の
減

免
な
ど
の
活
用
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か

税
務
課
長　

国
の
緊
急
経
済
対
策

の
諸
施
策
は
、
積
極
的
に
活
用

を
図
る
と
い
う
町
の
方
針
に
従

い
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

世
帯
の
助
け
と
な
る
よ
う
、
各

制
度
の
運
用
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
振
興
条
例

問　

条
例
の
制
定
に
伴
い
、
町
と

し
て
ど
う
い
う
努
力
を
し
て
い

る
の
か

観
光
課
長　

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
、
地

域
に
根
ざ
し
た
雇
用
の
創
出
、

町
を
元
気
に
で
き
る
人
材
の
育

成
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
条
例

に
基
づ
き
、
町
の
経
済
の
持
続

的
な
発
展
及
び
町
民
生
活
の
向

上
を
目
的
に
各
関
係
課
及
び
町

内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
経
営
支
援
を
担
う
商
工
会

と
連
携
し
た
諸
施
策
を
展
開
し

て
い
る
。

問　

具
体
的
な
成
果
は

観
光
課
長　

物
品
購
入
の
際
、
各

課
に
よ
り
、
調
達
の
対
象
に
応

じ
て
町
内
業
者
に
発
注
。
工
事

請
負
等
は
、
財
政
課
に
よ
り
、

工
種
や
委
託
業
務
の
内
容
に
応

じ
、
適
切
に
受
注
機
会
を
確
保

し
て
い
る
。

問　

商
工
会
と
連
携
し
各
種
事
業

を
し
て
い
る
の
は
理
解
す
る
が

議
決
を
す
る
大
型
の
工
事
な
ど

分
離
発
注
な
ど
の
努
力
で
町
内

に
お
金
が
ま
わ
る
こ
と
は
で
き

な
い
か

財
政
課
長　

業
者
選
定
に
必
要
な

指
名
参
加
願
い
の
提
出
を
積
極

的
に
促
し
て
い
る
。
今
後
も
町

内
業
者
の
受
注
機
会
の
増
加
に

努
め
た
い
。

※
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

問　

定
期
予
防
接
種
と
な
っ
て
か

ら
、
副
反
応
と
さ
れ
る
病
状
が

多
数
報
告
さ
れ
て
現
在
奨
励
さ

れ
な
い
と
聞
い
て
い
た
が
、
全

国
的
に
奨
励
す
る
動
き
が
あ

り
、
心
配
す
る
声
を
聞
い
た
が

町
の
状
況
と
対
応
は
ど
う
か

子
育
て
支
援
課
長　

厚
生
労
働
省

か
ら「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
副
反
応
の
発
生
頻
度
が
よ
り

明
ら
か
に
な
り
、国
民
に
適
切

な
情
報
提
供
が
出
来
る
ま
で
の

間
、定
期
予
防
接
種
を
積
極
的

に
奨
励
す
べ
き
で
は
な
い
。」と

の
勧
告
が
あ
り
、現
在
も
接
種

勧
奨
は
実
施
し
て
い
な
い
。

問　

副
反
応
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
重

い
人
は
寝
た
き
り
や
車
い
す
の

方
も
い
る
。
町
内
で
も
苦
し
ん

で
い
る
方
も
い
る
が

町
長　

医
療
支
援
実
施
要
綱
を
定

め
町
単
独
で
救
済
措
置
を
と
っ

て
き
た
。
２
年
３
月
に
全
国
町

村
会
に
補
償
保
険
へ
の
認
定
要

望
の
た
め
ご
家
族
と
一
緒
に
出

向
い
た
。

一般質問

コ
ロ
ナ
禍
の
住
民
の
実
態
に
そ
っ
た
支
援
策
を

柔
軟
か
つ
大
胆
に
実
施
し
て
い
き
た
い

渡
わたなべ

辺　文
ふみ

子
こ

 議員

問答

※子宮頸がん　子宮の入り口の子宮頸
部と呼ばれる部分から発生する。子宮の
入り口付近に発生することが多いので、
婦人科の診察で観察や検査がしやすく、
発見されやすい。また、早期に発見すれ
ば比較的治療しやすく予後のよいがん
だが、進行すると治療が難しいことか
ら、早期発見が極めて重要。
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予算決算常任委員会

▼
認
定
第
１
号

【
一
般
会
計
決
算
】

総
務
課
関
係

問　

職
員
研
修
費
の
内
容
は

答　

職
員
採
用
時
及
び
昇
任
昇
格

時
な
ど
、
階
層
の
職
務
に
応
じ

た
内
容
の
研
修
を
職
員
研
修
所

に
お
い
て
受
講
し
て
い
る
。
職

員
１
人
１
つ
以
上
の
研
修
参
加

を
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

な
ど
の
町
独
自
の
研
修
も
開
催

し
て
い
る
。

財
政
課
関
係

問　

経
常
収
支
比
率
が
３
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
た
要
因
は

答　

主
な
要
因
と
し
て
、
一
般
会　

計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金　

が
増
加
し
た
た
め
。

問　

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
の
額　

が
多
額
だ
が
、
今
後
、
使
用
の

予
定
は

答　

基
金
は
ハ
ー
ド
事
業
に
は
使

用
出
来
な
い
の
で
、
ま
ち
づ
く

り
の
ソ
フ
ト
事
業
に
使
用
す
る

予
定
で
あ
る
。

【
現
地
調
査
】
９
月
３
日
（
木
）

◎
町
道
静
川
大
須
成
曙
線

道
路
災
害
復
旧
工
事
現
場

◎
欠
草
里
農
道災

害
復
旧
工
事
現
場

◎
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

音
響
設
備
改
修
工
事

工
事
費
（
総
額
）

５
４
０
０
万
円

国
補
助
金

３
６
０
２
万
円

町
負
担
金

１
７
９
8
万
円

（
み
の
ぶ
自
然
の
里
進
入
路
）

（
み
の
ぶ
自
然
の
里
付
近
）

工
事
費
（
総
額
）

２
５
２
７
万
円

国
補
助
金

２
４
７
８
万
円

町
負
担
金

４
９
万
円

工
事
費
（
総
額
）２

億
５
２
８
万
円

合
併
特
例
債

１
億
８
８
１
０
万
円

町
負
担
金

１
７
１
８
万
円

委員長　上　田　孝　二

常任委員会レポート
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問　

旧
豊
岡
小
学
校
プ
ー
ル
解
体　

後
の
跡
地
利
用
計
画
は

答　

借
地
の
た
め
、
所
有
者
に
返

還
す
る
。
跡
地
利
用
計
画
は
な

い
。

町
民
課
関
係

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発　

行
件
数
と
発
行
率
は

答　

２
年
７
月
31
日
現
在
、
２
６

　

２
２
件
、
23
・
99
％
。

下
部
支
所
関
係

問　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
対
応
す

る
事
業
は

答　

奥
の
湯
温
泉
４
月
使
用
分
以

降
の
使
用
料
に
つ
い
て
減
免
を

予
定
し
て
い
る
。

身
延
支
所
関
係

問　

門
野
の
湯
の
利
用
者
が
30
年

度
に
比
べ
て
大
幅
に
伸
び
て
い

る
が
、
要
因
は

答　

中
部
横
断
自
動
車
道
の
一
部

開
通
や
、な
ん
ぶ
の
湯
が
一
時
臨

時
休
業
し
た
影
響
に
よ
る
も
の
。

　
　

他
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス

タ
ー
を
道
の
駅
な
ん
ぶ
や
町
内

の
事
業
所
等
へ
置
い
て
い
た
だ

い
た
成
果
で
も
あ
る
。

産
業
課
関
係

問　

あ
け
ぼ
の
大
豆
拠
点
施
設
売

上
収
入
と
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
種

子
販
売
収
入
の
内
容
は

答　

拠
点
施
設
売
上
収
入
は
、
大

豆
、
枝
豆
の
加
工
品
を
イ
ベ
ン

ト
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
Ｊ
Ａ

直
売
所
等
で
販
売
し
た
売
上
で

あ
る
。

　
　

大
豆
の
種
子
販
売
収
入
は
、

曙
地
域
で
栽
培
さ
れ
た
種
子
を

町
内
の
農
地
で
作
付
を
行
う

農
家
に
配
布
し
た
販
売
収
入

で
あ
る
。
元
年
度
は
１
０
０
ｇ

２
５
０
円
で
、
約
５
０
０
㎏
を

販
売
し
た
。

建
設
課
関
係

問　

町
営
住
宅
別
の
政
策
空
家
団

地
の
入
居
世
帯
数
は

答　

宮
木
団
地
３
世
帯
、
遅
沢
団

地
２
世
帯
、船
原
団
地
２
世
帯
、

坂
下
団
地
６
世
帯
、
梅
平
団
地

８
世
帯
、
荒
町
団
地
４
世
帯
、

で
あ
る
。

観
光
課
関
係

問　

し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
事
業

に
お
け
る
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
以

外
の
町
内
へ
の
植
栽
本
数
は

答　

区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
90
本

の
桜
の
苗
木
が
植
栽
さ
れ
た
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事

業
の
対
象
者
数
と
購
入
者
数
は

答　

予
算
要
求
時
点
の
対
象
者

は　

非
課
税
者
３
０
０
０
人
、

子
育
て
世
帯
の
世
帯
主
１
１
０

人
で
、
こ
の
う
ち
非
課
税
者

２
７
８
人
、
子
育
て
世
帯
の
世

帯
主
59
人
が
購
入
し
た
。

福
祉
保
健
課
関
係

問　

住
民
健
診
の
受
診
者
数
は

答　

生
活
習
慣
病
予
防
検
診
全
体　

で
３
６
０
０
人
が
受
診
し
た
。

各
種
が
ん
検
診
は
、
少
し
ず
つ

受
診
率
が
伸
び
て
い
る
。

施
設
整
備
課
関
係

問　
新
中
学
校
建
設
予
定
地
の
地
盤

調
査
実
施
時
期
と
進
捗
状
況
は

答　

事
業
者
へ
発
注
済
み
で
あ
り
、

校
舎
建
設
位
地
決
定
後
、ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。
年

内
中
に
調
査
結
果
が
判
明
す
る
。

７
月
８
日
に
設
計
業
者
が
決
定

し
、基
本
設
計
を
発
注
し
た
。

子
育
て
支
援
課
関
係

問　

病
児
・
病
後
児
保
育
室
の
利

用
実
績
は

答　

元
年
度
の
利
用
実
績
は
、
登

録
人
員
19
人
、開
設
日
数
28
日
、

延
べ
利
用
人
数
30
人
で
あ
る
。

【
特
別
会
計
決
算
】

　

・
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

福
祉
保
健
課
関
係

問　

介
護
老
人
施
設
に
お
け
る
現

在
の
入
所
待
ち
の
状
況
は

答　

施
設
や
介
護
度
に
よ
っ
て
違

い
は
あ
る
が
、
３
０
０
人
待
ち　

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

・�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

特
別
会
計
決
算

福
祉
保
健
課
関
係

問　

い
き
い
き
百
歳
体
操
の
実
施

カ
所
数
と
人
数
は

答　

２
年
３
月
末
で
47
グ
ル
ー
プ
、

６
３
３
人
の
方
が
登
録
し
て
い

る
。

▼
議
案
第
71
号

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

財
政
課
関
係

問　

旧
豊
岡
小
学
校
の
貸
付
に
伴

う
賃
貸
借
料
は
上
が
っ
た
の
か

答　

不
動
産
鑑
定
を
も
と
に
改
め

て
算
出
し
た
結
果
、
賃
貸
借
料

は
上
が
っ
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
関
係

問　

体
育
館
へ
の
網
戸
の
設
置
は

す
べ
て
の
体
育
館
に
設
置
と
い

う
こ
と
か
。
下
部
町
民
体
育
館

の
大
き
い
ド
ア
に
も
設
置
す
る

の
か

答　

現
在
、
網
戸
の
な
い
所
は
職

員
が
簡
易
的
に
設
置
し
対
応
し

て
い
る
が
、
し
っ
か
り
し
た
も

の
を
取
り
付
け
る
。
下
部
町
民

体
育
館
は
、ド
ア
の
所
で
な
く
、

窓
に
上
下
開
け
閉
め
の
ロ
ー
ル

の
網
戸
を
設
置
す
る
予
定
。

観
光
課
関
係

問　

商
品
券
（
第
２
弾
）
の
配
布

方
法
は

答　

確
実
に
本
人
宛
へ
配
布
を
優

先
さ
せ
、
簡
易
書
留
で
郵
送
す

る
。
商
品
券
（
第
１
弾
）
で
は
、

郵
送
し
た
約
５
３
０
０
世
帯
の

内
、
約
70
世
帯
が
保
管
期
間
満

了
で
返
送
さ
れ
た
。

旧豊岡小プール跡地
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問　

や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
認

証
制
度
取
得
想
定
事
業
所
数
は

答　

１
５
０
事
業
所
を
想
定
し
て

い
る
。

総
務
課
関
係

問　

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か

答　

カ
メ
ラ
の
前
を
通
る
と
熱
を

感
知
し
、
体
温
を
測
定
す
る
。

37
・
５
度
以
上
あ
れ
ば
赤
く
点

灯
し
、
そ
の
人
に
熱
が
あ
る
事

を
喚
起
す
る
。

子
育
て
支
援
課
関
係

問　

広
域
入
所
に
よ
り
、
町
外
保

育
所
（
園
）
へ
通
園
し
て
い
る

園
児
数
は

答　

２
年
３
月
現
在
25
人
で
、
内

訳
は
市
川
三
郷
町
に
22
人
、
富

士
川
町
に
１
人
、
南
ア
ル
プ
ス

市
に
２
人
。

福
祉
保
健
課
関
係

問　

障
害
福
祉
事
業
費
の
手
話
通

訳
派
遣
事
業
等
委
託
料
と
は
ど

の
よ
う
な
事
業
か

答　

手
話
通
訳
の
申
請
を
受
け
、

委
託
業
者
に
待
ち
合
わ
せ
時

間
・
場
所
等
の
派
遣
依
頼
を
し

て
利
用
で
き
る
事
業
。

問　
※
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
購
入
は

何
人
分
か

答　

５
０
０
人
分
を
計
上
し
た
。

▼
議
案
第
73
号

　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）

福
祉
保
健
課
関
係

問　

介
護
給
付
費
住
宅
改
修
費
の

増
額
分
は
何
人
の
予
定
か

答　

９
人
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

委
員
長
　
芦 

澤
　
健 

拓

▼
請
願
第
２
号

教
職
員
定
数
改
善
、少
人
数
学
級

推
進
、
及
び
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の

請
願
書

質
疑
な
し

◎
審
査
の
結
果　

採
択

◎
委
員
会
の
意
見　

　

請
願
の
願
意
は
妥
当
で
あ
る

◎
措
置　

意
見
書
提
出

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　全国町村議会議長会より「町村議会議員の議員報酬等のあり方」についての最終報告書が 31年
３月に公表されました。この報告書では、人口減少・高齢化により、議員のなり手不足問題が深刻
化していることについて分析し、その原因の一つに「議員の低額な報酬にある」と指摘しています。
　一方、平成の時代に入って始まった地方分権改革による自治体の権限拡大は、地方議会による行
政チェックや政策立案の役割と意義を増大させています。議会がその役割を十分に果たすためには、
議会制度や運営のあり方に加え、幅広い人材を議員として確保できるための方策を講じる必要があ
ると考えられます。
　このため、身延町議会では議会基本条例を踏まえ、議会・議員活動の検証を行うとともに、町議
会議員にふさわしい議員報酬のあり方を検討するため、２年７月に「議員報酬適正化検討特別委員
会」を設置しました。

委員会名簿　※◎委員長　〇副委員長
　◎川口福三、〇福與三郎、広島法明、上田孝二、伊藤達美、伊藤雄波

身延町議会議員報酬適正化検討特別委員会の設置について

ドーム型サーマルカメラ導入例

※ヘルプマーク
　ヘルプマークと
は、外見では分か
らない障害のある
人々が周りに配慮
を必要な事を知ら
せることで、援助を得やすくす
るように作成されたマーク。
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組 合 議 会 報 告

◎定 例 会　令和２年 10 月８日（木）　※いずれも認定・可決
　　　　　　　◆認定第１号　令和元年度峡南衛生組合一般会計決算認定
　　　　　　　◆議案第３号　令和２年度峡南衛生組合一般会計補正予算

報告者　河井　　淳峡南衛生組合議会

◎定 例 会　令和２年 10 月 15 日（木）　※いずれも認定・可決
　　　　　　　◆認定第 １ 号　令和元年度一般会計決算
　　　　　　　◆認定第 ２ 号　令和元年度介護保険特別会計決算
　　　　　　　◆認定第 ３ 号　令和元年度峡南ふるさと市町村圏特別会計決算
　　　　　　　◆議案第12号　令和2年度一般会計補正予算
　　　　　　　◆議案第13号　令和2年度介護保険特別会計補正予算

報告者　芦澤　健拓峡南広域行政組合議会

◎定 例 会　令和２年 9 月 25 日（金）　※いずれも認定・可決
　　　　　　　◆認定第１号　病院事業会計決算認定
　　　　　　　◆報告第１号　病院事業会計資金不足比率の報告
○臨 時 会　令和２年 10 月 1 日（木）
　　　　　　�　9 月 30 日、任期満了となった組合長に、辻　一幸早川町長から望月幹也身延町長が就任した。

それに伴い、議長・副議長の選挙が行われ、議長に深澤　渡議員（早川町）、副議長に野島俊博
議員（身延町）が選出された。

報告者　渡辺　文子飯富病院組合議会

議会事務局長紹介
　8月24日（木）、
新しい議会事務局
長に大村隆局長が
就任しました。

表　　彰
　このたび、山梨
県町村議会議長会
より野島俊博議員
が自治功労者（町村
議会議員10年以上
在職者）として表彰
を受けました。

議会だより60号が最優秀賞を受賞
　8月 17日（木）に令和２年度山梨県広報協会総会が開催
され、身延町議会だより 60号が町村議会広報紙部門で最
優秀賞を、また、町の歌「おかえりなさい少年たちよ」が
映像部門最優秀賞の表彰をいただきました。
　これからも町民の皆様に、より親しみやすく分かりやすい
情報をお届けするために精進します。

大村　隆 局長
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認
定
第
１
号

▼
元
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

反
対　

渡
辺
文
子
議
員

　
　

低
所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
く

な
る
と
い
う
逆
進
性
が
特
徴
の

消
費
税
に
は
反
対
。
３
１
０
０

人
の
低
所
得
の
う
ち
５
７
８

人
、
１
１
０
人
の
子
育
て
中
の

う
ち
59
人
し
か
利
用
が
な
か
っ

た
。
こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
よ
り
消
費
税
の
増
税
中
止
を

低
所
得
者
や
子
育
て
中
の
方
た

ち
が
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い

か
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

決
算
は
保
険
料
の
支
払
い
に
苦

し
ん
で
い
る
高
齢
者
や
短
期
保

険
証
を
持
っ
て
医
療
機
関
を
受

診
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
齢

者
が
い
る
こ
と
に
胸
が
痛
む
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止

を
し
、
老
人
保
健
制
度
に
戻
す

べ
き
で
あ
る
。

　
　

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
は

高
齢
化
が
進
み
介
護
を
必
要
と

す
る
人
が
増
加
し
介
護
保
険
料

が
高
く
て
払
う
の
が
大
変
と
い

う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
中
、

保
険
料
を
無
理
し
て
支
払
っ
て

も
利
用
料
が
払
え
な
く
、必
要

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
い
。特
養
は
何
年
も
経
た
な

け
れ
ば
入
所
で
き
な
い
と
い
う

状
況
。
保
険
料
、
利
用
料
の
負

担
を
軽
減
し
て
、誰
も
が
安
心

し
て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
介
護
保
険
制
度
に
変
え

て
い
く
べ
き
な
の
で
反
対
。

賛
成　

福
興
三
郎
議
員

　
　

元
年
度
の
決
算
収
支
状
況

は
、
一
般
会
計
な
ら
び
に
特
別

会
計
と
も
に
実
質
収
支
に
お
い

て
、
す
べ
て
黒
字
決
算
と
な
っ

て
お
り
、
各
事
業
が
適
正
的
確

に
、
効
率
的
に
執
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
め
る
の
で
賛
成
。

反
対　

芦
澤
健
拓
議
員

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
配
布

は
私
た
ち
が
本
当
に
望
ん
で
い

る
こ
と
で
は
な
い
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
自
治
体
に
い
ろ
ん
な

事
業
を
押
し
付
け
る
と
い
う
、

そ
う
い
う
意
味
も
あ
っ
て
、
非

常
に
私
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て

腹
立
た
し
い
思
い
で
反
対
。

賛
成　

広
島
法
明
議
員

　
　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
国

の
制
度
に
従
い
、
粛
々
と
し
た

事
業
執
行
に
よ
る
決
算
な
の
で

賛
成
。

発
議
第
４
号

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財

源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
案

反
対　

渡
辺
文
子
議
員

　
　

消
費
税
の
比
重
を
重
く
し
、

増
税
を
促
す
よ
う
な
意
見
書

は
日
々
、
町
民
の
生
活
と
向
き

合
っ
て
い
る
地
方
議
員
、
地
方

議
会
か
ら
提
出
で
き
る
は
ず

も
な
く
、
固
定
資
産
税
の
緊
急

経
済
対
策
と
し
て
講
じ
た
特

例
措
置
に
つ
い
て
今
回
限
り
の

措
置
と
し
て
、
期
限
の
到
来
を

も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と

と
表
記
し
て
い
る
。
軽
減
措
置

を
も
う
今
回
限
り
に
と
言
い

切
れ
る
の
か
。
こ
れ
で
は
地
方

議
員
や
地
方
議
会
は
、
地
方
自

治
体
の
財
政
の
こ
と
は
気
に

し
て
い
て
も
、
肝
心
の
地
域
経

済
や
町
民
の
暮
ら
し
の
こ
と

に
は
関
心
が
な
い
と
言
わ
れ

か
ね
な
い
の
で
反
対
。

本
会
議

◎
討
論

議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池　

朗　
　
　

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井　

淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

●請願 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

認定第１号 令和元年度身延町一般会計及び
特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

●人事案件

発議第４号
新型コロナウイルス感染症の影響に
伴う地方財政の急激な悪化に対し地
方税財源の確保を求める意見書案

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

出席議員全員賛成にて可決・同意・採択されたもの
• 議案第	69号	 身延町手数料条例の一部を改正する条例について
• 議案第	70号	 身延町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
• 議案第	71号	 令和２年度身延町一般会計補正予算（第６号）
• 議案第	72号	 令和２年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
• 議案第	73号	 令和２年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号）
• 議案第	74号	 令和２年度身延町下部奥の湯温泉事業特別会計補正予算（第１号）
• 請願第	 2号	 教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書
○追加議案
• 議案第	75号	 財産の取得について（小中学生用タブレット型パソコン）
• 発議第	 3号	 教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書案
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追跡 議員の質問への当局の対応、
回答後の現在はどうなっている

あの
どうなった

問 　教育情報機器タブレット（IT端末）早期整備を
（63号令和２年６月議会）望月悟良議員

問
　コロナ禍収束後に取り込むべき施策として、町内にある未利用公共施設にサテ
ライトオフィスの開設を検討すべきだが

（63号令和2年6月議会）伊藤達美議員

答
　学校教育課長 ： ＧＩＧＡスクール構想におけるパソコン配備については公立学
校情報機器整備費補助金を有効に活用し、児童生徒へ1人1台のタブレット型パ
ソコンを整備していく。

答

　企画政策課長 ： 新型コロナ感染の収束後、企業の危機管理において、働き方に
関する認識が変わる。テレワークが可能なサテライトオフィスは今後ますます注
目される。2年3月に策定された第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略では、地
域に根ざした雇用の創出を目的としてサテライトオフィスの誘致を施策の一つと
した。コロナ収束後、災害のリスクが少なく、子育て支援が充実しているなど当町
の特徴や利点をＰＲしながら誘致を推進する。

現
在

　「ＧＩＧＡスクール構想の実現」に
おける国の事業計画に沿って学習者
用コンピュータ等機器の調達が生じ
た。2年9月1日、Windows OS タ
ブレット端末（325台） 9,802,650円
で購入仮契約がされた。２年度中に
は配備される。

現
在

　2年９月定例会一般会計補正予算（第６号）、サテライトオフィス誘致支援業務
委託費、３，７３９，０００円が計上された。※他の自治体との差別化に必要なツールを
整理した誘致戦略の作成やＰＲサイト作成など、誘致活動の支援を委託する。

一 般 質 問
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町長行政報告
望月　幹也 町長

町
民
１
人
２
万
円
の
商
品
券
を

　
　
　

生
活
の
維
持
、
向
上
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

◇
は
じ
め
に

　

全
世
界
へ
と
拡
大
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、い
ま
だ
に

感
染
者
は
増
加
の
一
途
を
た
ど

り
、県
内
で
も
９
月
１
日
現
在

１
７
２
人
が
報
告
さ
れ
、10
万

人
当
た
り
の
感
染
者
率
は
、隣

接
す
る
静
岡
県
・
長
野
県
を
上

回
る
勢
い
で
あ
る
。
幸
い
に
し

て
本
町
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
が
、更
な
る
感
染
防
止
の
徹

底
を
呼
び
掛
け
て
い
く
。　

●「
元
気
な
町
を
と
り
も
ど
す
」

商
品
券

　

町
民
１
人
２
万
円
の
商
品
券

を
給
付
し
、
町
内
事
業
者
へ
の

更
な
る
支
援
と
地
域
の
消
費
喚

起　

を
促
し
、
景
気
を
下
支
え

す
る
と
と
も
に
元
気
な
町
を
取

り
戻
す
た
め
に
実
施
す
る
。
使

用
期
限
は
９
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
啓

発
用
の
ぼ
り
旗
を
目
印
に
、
町

内
各
事
業
所
で
買
い
物
を
し
て

い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
の
生

活
の
維
持
、
向
上
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
新
生
児
子
育
て
支
援
給
付
金

並
び
に
大
学
生
等
支
援
事
業

　

国
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た

４
月
28
日
以
降
、
３
年
３
月
31

日
ま
で
に
生
ま
れ
る
新
生
児
の

保
護
者
を
対
象
と
し
、
10
万
円

の
給
付
を
支
援
す
る
も
の
並
び

に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
大
学
生
等
の

学
費
や
生
活
費
に
及
ぼ
す
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
、
支
援
金

５
万
円
と
町
内
産
の
米
や
ゆ
ば

製
品
な
ど
を
応
援
物
資
と
し
て

給
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

●�

特
定
健
診
・
循
環
器
検
診
・

が
ん
検
診

　

２
年
度
の
実
施
が
危
ぶ
ま
れ

た
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
、

当
初
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
実
施
予
定
だ
っ
た
が
、
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
７
月
に
延

期
し
て
実
施
し
た
。

　

健
診
機
関
と
慎
重
に
協
議
を

重
ね
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
を

考
慮
し
、
対
策
を
講
ず
る
中
、

受
診
者
に
は
不
便
や
迷
惑
を
か

け
た
が
、
無
事
に
健
診
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
、

今
回
の
よ
う
な
「
新
し
い
生
活

様
式
」
に
基
づ
く
行
動
を
促
し

実
施
し
て
い
き
、
感
染
拡
大
予

防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
感

染
予
防
策
を
引
き
続
き
徹
底
し

て
い
く
。

●
み
の
ぶ
ま
つ
り
開
催
中
止

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お

り
、
感
染
症
拡
大
防
止
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

実
行
委
員
会
に
お
い
て
２
年
度

の
開
催
中
止
を
決
定
し
た
。

　
「
み
の
ぶ
ま
つ
り
」
は
町
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
町
民
も
多

く
、
中
止
は
大
変
残
念
で
あ
る

が
、
参
加
者
・
関
係
者
の
安
全
・

安
心
を
第
一
に
考
え
た
う
え
で

の
苦
渋
の
決
断
で
あ
る
。

　

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
し
、３
年
度
に
は
町
民
の
皆

様
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る「
み
の
ぶ

ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
催
で
き

る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
る
。

●
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
事
業

　
「
日
本
一
の
し
だ
れ
桜
の
里
事

業
」、「
町
の
歌
制
作
事
業
」に

続
く
子
ど
も
の
夢
を
叶
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
３
弾
と
し
て
の

事
業
で
、８
月
１
日
か
ら
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集
を
行

い
、８
月
31
日
現
在
に
お
い
て

６
８
６
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

【
他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】　

•

普
通
交
付
税

•

や
ま
な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン

構
想

•

特
定
定
額
給
付
金
事
業

•

中
部
横
断
自
動
車
道

•

身
延
町
民
体
育
館
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
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身延町議会に対する意見・要望等調査票
　身延町議会では、町内３地区（旧町単位）において町民と議員との懇談会（意見交換会）を年２
回（５月・１１月）開催してきましたが、コロナウイルス感染拡大防止のため、現在中止しています。
　現状ではコロナ禍の収束が見通せないため、開催する計画には至っていません。
　このため、年４回発行しております「議会だより」を通して、町民の皆様から議会に対するご意見・
ご要望をお受けすることといたしました。
　つきましては、下記の通り調査票を作成しましたので、ご記入の上、下記の要領により議会事務
局あてに１１月３０日までに送付していただきますよう、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

※要記入

◎送付方法　・議会事務局へ送付（郵送等）〒 409-3392　身延町切石 350
　　　　　　・ＦＡＸ利用（FAX 0556-42-2127）
　　　　　　・インターネットメール（メールアドレス　gikai@town.minobu.lg.jp）
※用紙については、このページをコピーまたは右のＱＲコードでダウンロードして
　使用してください。

問１「町民と議員との懇談会」について
　□ 知っており、参加したい　　□ 知っているが、参加はしない　　□ 知らない
　※懇談会への参加者が少ないのが現状ですが、参加者を増やす方法について、
　　ご意見をお伺いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問２ 議会の傍聴について
　□	 傍聴したことがある　　□ 機会があれば傍聴したい　　□ 傍聴しようとは思わない

問３ 議員の活動について
　□	 だいたい理解できる　　□ 何をしているのかわからない　　□ 興味がない

問４ 議会の一般質問をホームページで公開していますが見たことがありますか
　□ ある　　□ ない　　□ 機会があれば見てみたい
問５「議会だより」について
　□	 しっかり読んでいる　　□ 目を通す程度　　□ 読んでいない

〇議会に対するご意見・ご要望を自由にご記入ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 ※該当する箇所に ✓□印を付けてください。

住所
身延町

氏名 性別
男・女

年齢 電話番号
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★町長行政報告（P14）
●今年は新型コロナウイルスの感

染問題への取り組みが目の前に
立ちふさがり、私たちの生活を
大きく変えざるをえませんでし
た。身延町でそうした影響がど
のくらいあったのかは、具体的
な数値として見えませんが、町
長の行政の取り組みにも大きく
関わりがあったと思われるし、
施策を進めるうえでも財政的に
厳しい状況が生じていると思わ
れます。身延町では特別定額給
付金を他町村に比しても、早期
に給付したと聞いています。今
後も町民の生活を最優先にした
町政を進めたほしいと思います。

●新型コロナに関する身延町の対
応、もし本町で感染者や、クラス
ター感染が出た場合などの対処
や、学校、行政などがその時にど
う対処するのか、家族に感染者
が出たときの対処など、いつ起
こるかわからない恐怖の中、ど
んな対応を取ったらいいのかな
ど行政のトップとしての話を聞
きたいと感じました。

●身延町・身延町民に対する思い
が伝わってきました。新型コロ
ナウイルス感染予防のため、職
務等に影響があるかと思います
が、支援策の実現に向けて邁進
して下さい。

★組合議会報告・新モニター紹介（P17）
●記載されている限りの「組合議会

報告」ではコメントのしようがな
い。せめてもう少し補助説明が
あれば良いと思います。又、意見
等の記載が無いという事は議論
がなかったと言う事でしょうか。

●新型コロナウイルス感染症の影
響で例年行っているモニターの
委嘱状交付式及び意見交換会が
できませんでした。早く皆様と意
見交換出来れば良いと思います。

★町政全般についての意見、要望等
●コロナ禍を逆手にとって、過疎や田舎を最大限生かした逆転の発想で町をＰＲして欲しいです。こんな時だからこ

そ人との距離は保ちつつも、心は皆で繋がりたいです。コロナに負けない町づくりをお願いします。
●町の広報と議会広報の役割は当然違うと思うが、連携を密にしてもらいたい。議会広報にその他の事業は町の広報

７月号をご覧くださいとなっている。町の広報の方が最新の情報となっている。発行回数の違いもあるが。
●クラフトパークや自然の里の活性化も大事ですが、既存の事業所の活性化も大事だと思います。現状のコロナ禍で、どの程度の

事業所が売上低迷などにみまわれているか、町として把握していますでしょうか？困っている事業所は多数あると思います。

★臨時会（P15）
●新型コロナウイルス感染症対策に

関連した質疑となり、先の見えな
い終息に不安はありますが、議員
がそれぞれに危機感を持っている
かと思われた。いち早く対応して
頂ける事を望む。

●発議第２号　議員の報酬を引き下
げる条例の制定で、発議とは議員
提案と思うが、議員提案の件数は
年間でどの位あるか知りたい。

●議員の皆さんが細かいところまで
目を配っている様子がうかがえま
した。年間何回か臨時会がもたれ
る事と思いますが、積極的に多く
の意見を出していただきたいと思
います。

★モニター通信（P18・19）
●№６３「みのぶ議会だより」のモ

ニター通信欄を２ページに増やし
て頂きありがとうございます。一
般町民の声をより多く知り、共有
する事によって行政への関心を増
やし町の活性化につながれば有り
難いです。※構成的には縦枠付け
ではなく横枠付けの方が私は読み
やすいです。

● モニターの方々の町に対する思
い、関心の深さに圧倒されます。

●モニター通信の各モニターさんの
意見を参考にさせて頂いていま
す。その中でメディアの活用の意
見がありました、とても賛成です
が、ローカルテレビなど費用がた
くさん掛かることを思うと、イン
ターネットの活用で議会の情報
や、議会だより、広報みのぶの記
事の動画配信など新しい取り組み
も必要だと思いました。ぜひとも
ご検討をお願いいたします。

●各モニターさんの意見・要望等（各
項目について）いろいろな見方が
あるのだなと思いました。勉強に
なります。

★追跡（P16）
●過去に質問されたことが、その

後どうとりくまれ、現在どうな
っているのかは、とても興味が
あります。今回も令和元年６月
と９月にとりあげられた２つの
問題について追跡調査が行われ
ていました。各小中学校に於け
るＩＣＴ環境の整備と、三沢橋
上流の浚渫工事についてです。
前回も書きましたが、議会での
質問意見が生かされることが次
への意欲につながると思うので、
この企画は続けることを希望し
ます。

●２年度中に、小学１年生から中学
３年生までタブレットパソコン
が１人１台との事ですが、せっ
かく１人１台使えるなら、宝の持
ち腐れにならない様にしっかり
と活用してほしいと思いました。
パソコンを机に置いて授業を受
けられるなんてカッコイイです。

★おじゃまします（P20）
●コロナの影響で発表の場がなく

なってしまっている事に心を痛
めます。密にならない様に練習
にはげんで頂きたいと思います。

●地域の活動が活発なのは大変好
ましく、核家族化が進む現代で
は、コミュニケーション不足な
どで個になりつつあるようだが、
活動を通じてお互い助け合った
り、はげまし合ったりと繋がり
が持てていいと思います。やや
写真がはっきりしていなかった
のが残念でした。

●一度拝聴させて頂きましたが素
晴らしい演奏でした。昨今、継
承者不足の中で頑張っている事
に敬意を表します。今後の伝統
芸能の担い手確保は一部地域の
人々にこだわるのではなく、広
く身延町全体或いは他県人をも
視野に入れた活動感覚が必要だ
と思います。
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★表紙について（P1）
●とても良い写真だと思います。子

どもの真剣な顔、楽しそうな顔、
一日も早く先生のマスクもはず
れ、大人も楽しく笑える日が来る
ことを心待ちにしております。

●身延町名産のあけぼの大豆の種
まき、保育園児のかわいい手で一
粒一粒まかれた種が秋には収穫、
たくさんとれたらいいね。丸い目
をして「おいしいね」「あまいよ」
と言って食べる大粒の枝豆、たく
さん食べて元気に大きくなあれ。

（子どもはみんなの宝）
●表紙全体の色使いや、全体のバラ

ンスがとても良いと思います。特
に、先生と一緒に種まきをしてい
る保育園児の真剣な表情（目）が
魅力的です。

★一般質問（P4 ～ 11）
●コロナ禍における、事業所の経営

状況等についての議論はされて
いるのでしょうか？町内の経済
状況が気になるところです。町か
らはそういった調査も無いので、
そういう議論も無いでしょうが。

●コロナ問題は町レベルが対応で
きる問題ではない。国ですら右往
左往しているのだから。そうした
意味で with corona 時代に先進
的に即応した質問が無かったの
は寂しい限りだった。人口密集地
域のリスクは人を地方に移転さ
せる。リモートワークや非接触社
会の時代は文字通り「地方の時
代」だ。人口の呼び込みのラスト
チャンスを生かせず、横並びで峡
南は絶滅するつもりなのかな？

●新型コロナウイルス感染症に関す
る問答がいくつかあります。最近
は、首都圏から町内に訪れる人も
多いと聞いています。身延町は高
齢者が多いので、いつ感染される
か怖いと言う人もいます。分かり易
い充分な町の対策をお願いします。

●それぞれの議員さんが、時流に沿
った鋭い質問をされていると感
じました。自分の知らないことが
多く勉強になります。農業従事者
の高齢化や減少で、農道水路等の
保全が年々困難になってきてい
ます。多面的機能支払交付金制度
について、そういう制度の存在を
知ることが出来ました。実際には、
ハードルが高く、制度を利用する
ことは難しいとも感じました。

★質疑・討論（P12）
●町民１人に１万円の商品券を頂き

ました。私の地域では商店が少な
い。また、国に対し「消費税率５％
への引き下げを求める意見書」消
費税５％への減税はありがたいこ
とですが、反対２人の議員の意見
に賛成します。

●ドローンはこれからの時代には必
要なものだと思う。ドローンの操
縦は誰でもできるものではないと
思いますが、職員は日常的に訓練
しているのでしょうか？

　商品券は町民個々の生活費の補助
のような感覚で受け取っている人
が多いので使い勝手に良い場で使
えることを望むと思うが、私たち
の生活もだが、町内の業者を守る
ことも大事なことなので、心して
使いたいと思う。

　消費税の減税によって消費は進む
と思うが、減税分をどう補うか考
えると、所得税とか法人税とかの
増税や国債を発行して国民への借
金をさらに増やすのか、と思うと
何がいいのかわからない。

●町の発展の為、子ども・お年寄り
を守る為の質疑だと思います。消
費税を５％に引き下げる件につい
ては私個人としては反対です。コ
ロナ禍の中で、大変厳しいとは思
いますが、町に財源がなくては私
たちの要望も何もかも叶えられな
いのではないかと思います。私た
ち町民がこの苦難（山）を乗り越
えていかなければならない試練だ
と思います。我慢の時だと思いま
す。

●いくつか問題があります。ドロー
ンは操縦士育成が必要で、モノを
買って終わり、という単純なモノ
ではないとご認識頂きたい。「ク
ラウドファンディング」の意味を
誤認しています。単なるチケット
屋ではありません。商品券で「安
心」は配れません。「抗原検査費公
費負担」の方が「町民」に「安心出
来る町」を配れます。

★新型コロナウイルス対策（P2・3）
●新型コロナウイルスに対する具

体的な行政の取り組みがわかる
重要な記事だと思います。各事
業とも、とても大切な内容だと
思いますが、中には若干高額な
費用もあるように感じます。適
正な事業費の選定をして頂きた
い、この先の状況が予想しにく
い中、大切な税金の支出に、より
一層の慎重さと、判断をお願い
したいと思います。

●新型コロナウイルス感染症対応
事業の内容がわかりました。
⑴商品券配布事業で事業費１億
1726 万６千円とあります。商品
券の写真の下に共通券 1000 円
５枚、地域券 1000 円５枚とあり
ますが、各 10 枚ずついただきま
した。この違いが気になります。
地方創生臨時交付金の町独自の
支援策の分なのでしょうか。

●子どもの臨時休業で食費が増し、
私の仕事の収入はコロナ前より
減収となったので、町が支援して
下さるのは本当に有り難いです。
生活面において、夏用のマスクが
思うようなものが手に入らず困
っています。マスクをするのが当
たり前の毎日になったので、通気
性・つけ心地・接触冷感など求
められる機能性のあるマスクを
身延町で作ってもらえないでし
ょうか。ロゴ入りにして町民皆で
着用できたら良いと思います。

★議案に対する賛否（P13）
●消費税を５％に引き下げる事が

出来るのであればこれに越した
事はないです。現在の利率から引
き下げた分の財源はどの様にす
るのか…。財源の苦しい中、町民
一人ひとりが私たちの町の発展
の為、未来を引継ぐ子どもたちの
ため「いたみ」も分かち合ってい
くべきだと思います。

●議案の説明をもう少し付け加え
ていただければ議案の内容が分
かり易いのではと思いました。

●多くの議案についてご判断頂い
ていますが、正直に申し上げて、
項目を見ただけでは今ひとつピ
ンときません。

●「コロナ後」（収束すれば、の話だ
が）に毎年１％消費税増税（～ 20
％）論が財務省で検討されている
のを知っての請願なのだろうか？

（議会だより№63の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。貴重な
ご意見等を参考に、町民の皆様の「心
に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信



中途での加入も大歓迎です。

◉�活動内容；バラの花がら摘みを中心とした管
理作業をスタッフと協働で行います。

◉�活動期間；毎年５月連休明け～ 11月下旬
　今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため
　６月４日からスタートしました。

◉活動日時；毎週火曜日・木曜日
　午前９時30分～ 11時30分

※活動日の内、都合の良い日に自由参加

　令和２年度のボランティア登録メンバーは、
42人で、身延町民20人、南部町３人、富士川
町３人、市川三郷町４人、南アルプス市６人、
中央市５人、甲府市１人です。
　はじめての出会いもありますが、みなさんバ
ラが大好きという共通点から、なごやかにボラ
ンティア活動をしています。

みのぶ議会だより No.64 URL:http//www.town.minobu.lg.jp/	 FAX 0556-42-2127
〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350	 TEL 0556-42-2111（代表）　◇発行責任者：議長　柿島良行

クラフトパークバラ園ボランティア
「バラとふれあいながら、みんなで楽しく」

６月４日、本年のボランティア初日

９月15日の参加者

　

９
月
15
日
に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。残
暑
が
厳
し
い
中
、一
生
懸

命
に
薔
薇
の
手
入
れ
作
業
を
し

て
い
ま
し
た
。い
つ
も
き
れ
い
な

花
を
眺
め
て
い
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
見
ら
れ
る
の
だ

と
初
め
て
知
り
ま
し
た
。感
謝

　

こ
れ
か
ら
も
体
調
に
気
を
付

け
て
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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池
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

赤
池　

朗

副
委
員
長　

伊
藤
達
美

委
員　

伊
藤
雄
波

望
月
悟
良

上
田
孝
二

広
島
法
明

お問い合わせ
富士川クラフトパーク
バラ園ボランティア

担当；笠井
身延町下山 1597

電話　0556-62-5545

編 集 後 紀

おじ まし すまゃ


